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「令和８年度 ライトライン事業等に係る市民理解促進支援業務」委託仕様書 

 

第１章 総則 

１ 業務の名称 

   令和８年度 ライトライン事業等に係る市民理解促進支援業務 

 

２ 業務の目的 

   ライトラインに係る市民理解の促進を図るため，宇都宮市（以下，「本市」という。）が様々

な媒体・手法を活用し，ライトライン事業等に係る情報を分かりやすく正確に発信する取組を

進めていくうえで，当業務委託によりデザイン制作やＰＲ企画立案の支援を受けることを目的

とする。 

 

３ 業務の背景及び趣旨 

・  本市では，人口減少や少子・超高齢化の進行など，社会環境が大きく変化する中で，子

どもから高齢者まで，誰もが豊かで便利に安心して暮らすことができ，夢や希望がかなう

「スーパースマートシティ」の実現に取り組むとともに，その実現に向け，まちの「土台」

となるコンパクトなまちが公共交通でつながった「ネットワーク型コンパクトシティ（以

下，「ＮＣＣ」という。）」のまちづくりを進めている。 

・  ライトラインについては，ＮＣＣの形成を支える総合的な公共交通ネットワークの要で

あり，南北方面の鉄道とあわせ，東西方向の基幹公共交通として整備を進めている。令和

５年には，優先整備区間であるＪＲ宇都宮駅東側が開業したところであり，現在は，令和

１８年３月の開業を目標にＪＲ宇都宮駅西側延伸の検討を進めている。 

・  ＪＲ宇都宮駅西側延伸については，ＮＣＣ形成の効果を早期に発現させるため，「宇都

宮駅東口停留場」から「県教育会館付近」までの約５ｋｍを整備区間とし，各種検討を進

めているところである。令和７年２月には，大通りの導入空間に係る整備方針を示し，令

和７年１０月には，事業概要を取りまとめた「軌道運送高度化実施計画」を策定し，国に

認定申請を行った。今後とも，市民協働による駅西側延伸の実現に向け，事業進捗に応じ

た戦略的かつ効果的な市民理解促進及び機運醸成を図っていく必要があると認識してい

る。 

・  こうしたことから，受注者の持つ広報に関する幅広い知識と経験，デザインに関するノ

ウハウや企画力を活用し，さらなる駅西側延伸の理解促進及び機運醸成を図るため，ライ

トライン等に係る市民理解促進の取組に対する支援業務について，広く企画提案を募集す

るものである。 

 

４ 業務の期間 

   本業務の期間は，契約締結の日から令和９年３月３１日（水）までとする。 

 

５ 予算上限額 

   １５，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

   ※ この金額は予定価格を示すものではなく提案内容の規模を示すため，参考として業務履

行に要する経費として示すものである。 

   ※ 消費税は１０％で算出すること 

   ※ この金額を超えて提案書が提出された場合は『失格』とし，提案内容に対して評価は行

わない。  
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第２章 共通仕様 

１ 適用の範囲 

   本業務の遂行にあたり，受託者は本仕様書に定める事項を遵守するものとする。 

   なお，本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合，または本仕様書に明記なき事項で

あっても本業務遂行上，必要と思われる事項については，本市と受託者の協議により決定する

ものとする。 

 

２ 企画提案業務 

   企画提案の内容は，第３章 特記仕様によるものとする。 

 

３ 機密の保持 

⑴  受託者は，本業務の遂行上，知り得た事項について，第三者に漏らしてはならない。また，

業務完了後においても同様とする。 

⑵  受託者は，個人情報の漏えい，滅失及びき損の防止その他の個人情報の適正な管理または

情報資産の保護のために必要な措置を講じなければならない。 

⑶  受託者は，本市の承諾なく，成果品（未完成の成果品を含む。）を他人に閲覧，複写又は譲

渡してはならない。 

 

４ 権利の帰属 

   本業務に基づく成果品に係る著作権等の権利は，全て本市に帰属するものとする。 

 

５ 業務体制 

⑴  受託者は，本業務が本市の将来にわたる発展につながる重要な事業を支えるものであるこ

とを十分に理解し，適切かつ確実な業務遂行と質の高い成果品の納入が担保される体制を整

えるものとする。 

⑵  受託者は，常に本市と連絡を密にするとともに，十分な協議のもと，業務の円滑な遂行を

図るものとする。 

⑶  受託者は，業務監督者及び業務担当者を配置し，秩序正しい業務を行わせるものとする。この

うち業務監督者は，業務全般を統括・管理するものする。また，高度な技術を要する部門につい

ては，相当の経験を有する業務担当者を配置するものとする。 

⑷  受託者は上記の業務体制について役職，担当業務，担当者名などを明確にしたうえで，本

市に報告するものとする。 

 

６ 関係機関等との協議 

   本業務の遂行上，必要な関係機関等との協議については，受託者の責任において適正に処理

するとともに，その内容を遅滞なく本市に報告するものとする。 

 

７ 一括再委託の禁止 

⑴  受託者は，業務の全部を一括して，又は本市が仕様書等において指定した主たる部分を第

三者に委任し，又は請け負わせてはならない。 

⑵  受託者は，業務の一部を第三者に委任し，又は請け負わせようとするときは，あらかじめ，

本市の承諾を得なければならない。ただし，本市が仕様書等において指定した軽微な部分を

委任し，又は請け負わせようとするときは，この限りでない。 

⑶  本市は，受託者に対して，業務の一部を委任し，又は請け負わせた者の商号又は名称その

他必要な事項の通知を請求することができる。 
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８ 資料の貸与 

   本業務の遂行上，必要な資料の収集，調査等は原則として受託者が行うものとする。 

   また，本市から貸与を受ける資料については，そのリストを提出し，業務完了とともに返却

することとする。 

   なお，業務完了前においても本市から返却の要求があった場合は，速やかに返却するものと

する。 

 

９ 提出書類 

   受託者は，業務の着手及び完了にあたり，契約書に定めるもののほか，下記の書類を提出し，

本市の承認を受けるものとする。 

   なお，承認された事項を変更しようとするときは，その都度，本市の承認を受けるものとす

る。 

⑴ 業務着手時 

業務工程表，業務主任担当者届，課税事業者届出書 

⑵ 業務完了時 

    業務完了届，成果品納品書 

⑶ その他業務遂行上必要とされる書類 

 

１０ 打合せ 

   打合せは，業務着手前，中間，業務完了時，及び随時，必要に応じて行うものとする。 

 

１１ 成果品 

   本業務の成果品は次のとおりとする。 

⑴ 報告書                               ２部 

⑵ その他，関係資料                          一式 

⑶ 本業務にて作成した成果品に係る電子データ等の媒体（ＣＤ－ＲＯＭ等） 一式 

 

１２ 検査及び業務の完了 

⑴  受託者は，業務完了後，速やかに業務完了届を提出し，本市の審査を受けるものとする。 

⑵  受託者は，審査合格後，本仕様書に指定された成果品及び成果品納品書を提出し，本市の

検査を受けるものとする。 

⑶  受託者は，検査の承認を持って業務の完了とする。なお，成果品に不備または不合格な点

が発見された場合は，受託者は速やかにこれを訂正しなければならない。 

 

１３ その他 

⑴  業務の遂行にあたり使用する関係資料及びデータ等については，可能な限り最新のものを

使用するとともに，出典・年月等を明記するものとする。 

⑵  各種資料や成果品の作成にあたっては，Microsoft Office 2019 あるいはこれと互換性の

あるものを使用すること 
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第３章 特記仕様 

   委託業務の実施内容は以下のとおりとする。なお，委託業務の実施時期については本市の指

示に基づくものとする。 

 

１ 企画提案を求めるもの 

⑴ 駅西側延伸に向けた現状分析など 

現在の社会情勢や市民感覚等の分析を含め，ライトラインに係るこれまでの取組の検証を行

った上で，令和８年度において，さらなる駅西側延伸の理解促進・機運醸成を図るため，本市

が特に注力すべき点について情報発信の内容，対象（ターゲット）や伝え方（切り口）などの

視点を含めた事業者としての考え方を提案すること。 

   また，これ以降の企画提案及び仕様書に基づき実施するものについては，上記の考え方を十

分に踏まえること。 

 

⑵ ライトライン応援団 teamＮＥＸＴ２．０に係る企画提案 

ア） 与条件 

・  最終目標である「市民協働による駅西側延伸の実現」のためには，ライトライン事業に

対する市民感情を「理解」及び「共感」の次の段階である「応援」につなげることが重要

であると考えおり，令和７年３月には，駅西側延伸を応援するメンバーを募集する取組「ラ

イトライン応援団 teamＮＥＸＴ２．０」※を立ち上げた。 

・  また，令和７年１１月には，ライトライン応援団 teamＮＥＸＴ ＢＩＺによるイベント

「ライトライン・ファン・フェスティバル」を開催するなど，参加メンバーが主体的に取

り組むことのできる機会の創出に取り組んだところである。 

・  これらを踏まえた上で，さらなる駅西側延伸の機運醸成につながる「ライトライン応援

団 teamＮＥＸＴ２．０」を活用した新たな企画について，企画の趣旨や目的,見込まれる

効果等を具体的に示し，提案すること。なお，事業の検討途上にある内容については，仮

定の表記で示すものとする。 

※ライトライン応援団 teamＮＥＸＴ２．０ 参加メンバー数（令和８年２月末時点） 

 └ 【 個 人 向 け 】ライトライン応援団 teamＮＥＸＴ＋    ８９８名 

 └ 【企業・団体向け】ライトライン応援団 teamＮＥＸＴ ＢＩＺ   ９２団体 

 

２ 仕様書に基づき実施するもの 

 ⑴ 双方向の取組 

  ア）商業施設やイベント等へのブース出展支援 

・ 駅西側延伸の検討状況等について，多くの市民の方との意見交換の場を設けるため，商

業施設やイベント等においてオープンハウス形式のブース出展をすることから，これに必

要な支援を行うものとする。 

・ ブース出展については原則，本市域内の会場で開催されるものを対象に５回を予定する。 

・ 当業務にあたっては，ブース来場者の理解が深まる展示方法について助言を行うととも

に，出展料（会場借上費含む）及び展示に必要な備品・機材の調達，展示用パネルの作成

に係る一切の費用を見込むものとする。 

・ 展示用パネルについては，事業の進捗に応じて検討状況等を分かりやすく発信するため

のデザインを２種類程度作成する。規格はＡ１サイズ・片面・フルカラーとする。 

・ ブースでの説明については，本市職員等が従事するものとし，説明者に係る費用は別途，

本市において対応する。 

・ 出展費用については，１回の出展あたり，約１００，０００円（レンタル物品込み）を

見込むものとする。 
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 ⑵ 幅広い情報発信 

  ア）広報うつのみやの原稿作成 

   ・ 毎月発行される「広報うつのみや」に掲載するライトラインページの原稿作成を行う。 

・ 原稿作成は全１２回行うこととし，作成の時期については，本市より別途指示する。 

・ 校了した原稿については本市が別途，実施する「広報うつのみや」の制作・印刷等を受

託する事業者に対し，適切な方法を用いて必要なデータを提供するものとし，本業務にお

いては「広報うつのみや」本体の制作・印刷・発行等は見込まない。 

   ・ 規格等については以下のとおりとする。 

① 通常ページ１：Ａ４，色彩：フルカラー（４Ｃ），数量：１ページ／１１回 

    ② 通常ページ２：Ａ４，色彩：フルカラー（４Ｃ），数量：２ページ／１回 

イ）事業周知チラシの原稿作成 

   ・ 事業の進捗に応じて発行する周知チラシの原稿を作成する。 

   ・ 周知チラシの規格は原則，Ａ４サイズ・両面・フルカラーとし，大まかなレイアウトに

ついては，既に発行されている既存のチラシとの連続性を十分に配慮するものとする。 

   ・ 委託期間中，３回の原稿作成を予定する。 

   ・ 周知チラシの印刷に係る費用は，当委託業務の費用には含まない。 

  

⑶ その他 

ア）屋外広告物の設置・点検 

・  事業の進捗に応じて，事業周知に係る屋外広告物等を設置する。 

・  なお，設置に係る一切の経費（デザイン費，作業費等）は受託者の負担とする。 

・  設置した屋外広告物（既存のもの※含む）については，定期的に点検するものとし，点

検結果については速やかに委託者に報告すること。 

※ＪＲ宇都宮駅東西自由通路横断幕２枚，ポケットパーク看板１台 

 

３ 留意事項 

⑴  本業務の遂行にあたり，ネットワーク型コンパクトシティのまちづくりやスーパースマー

トシティなど，関連が深い施策・事業について留意するとともに，ライトライントータルデ

ザイン業務，交通未来都市うつのみやオープンスクエア運営業務，ライトライン公式ポータ

ルサイト運営業務など，ライトライン事業推進に係る他の業務について理解し，関連する関

係機関，団体，事業者等と緊密な連携・調整を図りながら取り組むものとする。 

 

   （参考情報 ライトライン 公式ポータルサイト） 

     https://u-movenext.net/ 

   （参考情報 本市ホームページＵＲＬ） 

・ 芳賀・宇都宮ＬＲＴ「ライトライン」 

     https://www.city.utsunomiya.lg.jp/kurashi/kotsu/lrt/index.html 

・ ネットワーク型コンパクトシティ 

     https://www.city.utsunomiya.lg.jp/shisei/machizukuri/1021910.html 

・ 都心部のまちづくり 

https://www.city.utsunomiya.lg.jp/shisei/machizukuri/1028800/index.html 

・ スーパースマートシティの推進 

https://www.city.utsunomiya.lg.jp/shisei/machi/1034074.html 

・ 全国から選ばれる「交通未来都市うつのみや」を目指して 

     https://www.city.utsunomiya.lg.jp/shisei/machi/1034530/1012693.html 

・ 宇都宮都市交通戦略 

     https://www.city.utsunomiya.lg.jp/kurashi/kotsu/1040691/senryaku/index.html 
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・ バスについて 

     https://www.city.utsunomiya.lg.jp/kurashi/kotsu/1040681/index.html 

・ 地域内交通について 

     https://www.city.utsunomiya.lg.jp/kurashi/kotsu/chiikinai/index.html 

・ ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区のまちづくり 

 https://www.city.utsunomiya.lg.jp/shisei/machizukuri/nishiguchi/index.html 

 

⑵  提案した事業が正式に決定された後，速やかに具体化できる提案とすること。 

⑶  本業務に要する経費については仕様に定められているものを除き，作成に伴う費用，印刷

に伴う費用，発信に伴う費用に加え，使用料や謝礼など，必要と思われる一切の費用を含め

て見積もるものとする。 

⑷  企画提案に要する費用は，すべて提案者が負担するものとする。 

⑸  受託者は，本業務の一部を下請業者に発注しようとするときは，原則，市内業者から選定

するよう努めるものとする。 

⑹  本仕様書に記載のない事項については，本市と受託者で協議のうえ決定するものとする。 


